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一
般
社
団
法
人
日
本
Ｌ
Ｄ
学

会
は
、一
九
九
二
年「
日
本
Ｌ
Ｄ

研
究
会
」と
し
て
設
立
し
、一
九

九
三
年「
日
本
Ｌ
Ｄ
学
会
」と
し

て
名
称
を
変
更
、二
〇
〇
九
年
に

法
人
化
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
定
款
の
第
三
条
で
は
、

「
こ
の
法
人
は
、
Ｌ
Ｄ（Learn-

ing
D
isabilities：

学
習
障
害
、

以
下
略
称
を
Ｌ
Ｄ
と
す
る
）
及

び
そ
の
関
連
領
域
に
関
す
る
科

学
的
研
究
等
を
行
い
、
Ｌ
Ｄ
等

を
有
す
る
児
（
者
）
に
対
す
る

教
育
の
質
的
向
上
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
三
年
四
月
現
在
、
約
一

万
二
千
人
の
会
員
数
で
す
。

今
年
度
か
ら
、
日
本
Ｌ
Ｄ
学

会
で
は
、
学
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
「
通
常
の
学
校
に
お
け

る
発
達
障
害
の
専
門
性
の
保
障

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
あ
げ

ま
し
た
。

背
景
と
し
て
、
次
の
三
つ
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
．
二
〇
二
二
年
十
二
月
に
報

告
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の
調
査

報
告
か
ら
、通
常
の
学
級
に
八
・

八
％
も
の
児
童
生
徒
が
特
別
な

支
援
が
必
要
な
可
能
性
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

二
．
国
際
連
合
障
害
者
の
権
利

に
関
す
る
委
員
会
に
お
い
て
、

「
通
常
教
育
の
教
員
の
障
害
者

を
包
容
す
る
教
育
（
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
）
に
関
す
る
技

術
の
欠
如
及
び
否
定
的
な
態

度
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

三
．
現
場
に
お
け
る
課
題
と
し

て
、
通
級
に
よ
る
指
導
や
特
別

支
援
学
級
に
お
け
る
指
導
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
教
員
が
多
様

な
個
性
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
て
指

導
を
行
う
た
め
の
専
門
性
を
高

め
て
行
く
こ
と
が
必
要
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標

は
、
通
常
の
学
校
に
お
け
る
特

別
支
援
教
育
に
関
す
る
免
許
の

創
設
で
す
。こ
れ
は
、通
級
に
よ

る
指
導
や
特
別
支
援
学
級
の
指

導
の
充
実
と
、
通
常
の
学
級
に

お
け
る
質
の
高
い
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
の
構
築
を
め
ざ
す
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
①
大
学

に
お
け
る
特
別
支
援
に
関
す
る

教
員
養
成
実
態
調
査
、
②
文
部

科
学
省
の
調
査
報
告
を
受
け
て

の
解
釈
、
③
研
究
大
会
の
な
か

で
の
学
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
、
④
教
員
養
成
等
に
関

す
る
海
外
の
情
報
収
集
、
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
自
身
、
小
学
校
の
特
別
支

援
学
級
の
教
員
と
し
て
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

通
常
の
学
校
で
の
特
別
支
援
教

育
に
お
け
る
専
門
性
が
必
要
と

強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
日
本
Ｌ
Ｄ
学
会
の
出
会
い

が
、
ま
さ
に
多
様
な
個
性
や
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
ア
セ

ス
メ
ン
ト
し
、
計
画
・
実
践
・

反
省
を
行
う
力
を
つ
け
る
た
め

の
研
修
の
ひ
と
つ
と
し
て
大
切

な
場
で
し
た
。
ま
た
、
機
関
誌

「
Ｌ
Ｄ
研
究
」
を
は
じ
め
多
く

の
書
物
や
研
修
会
で
、
新
し
い

研
究
、
海
外
の
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

特
別
支
援
学
校
の
指
導
対
象

と
な
る
子
ど
も
た
ち
は
一
人
一

人
ち
が
い
、
同
じ
障
害
の
診
断

を
受
け
て
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
。

多
様
な
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
ら
れ
る
教
員
と
な
る
た

め
に
も
、
通
常
の
学
校
で
の
指

導
（
学
習
指
導
要
領
等
）
と
特

別
支
援
学
校
で
の
指
導
（
学
習

指
導
要
領
・
特
に
自
立
活
動
の

指
導
）
の
両
方
が
理
解
で
き
、

実
践
で
き
る
教
員
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
禍
で
、
教

育
現
場
の
指
導
方
法
や
、
研
修

会
の
あ
り
方
等
、
い
ろ
い
ろ
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
遥
か
昔

で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
三
年

生
の
と
き
、
週
一
回
の
病
院
実

習
で
小
児
病
棟
の
子
ど
も
た
ち

と
過
ご
し
た
経
験
、
さ
ら
に
は

修
士
課
程
で
、
現
場
で
対
応
で

き
る
教
員
の
養
成
を
め
ざ
し

て
、
月
一
回
障
害
者
施
設
や
特

別
支
援
学
校
へ
の
見
学
の
機
会

を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
た
こ

と
。
こ
れ
ら
は
、
教
員
生
活
を

ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
っ
て
自

信
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。ま
た
、日
本
Ｌ
Ｄ
学
会
を

は
じ
め
、
多
く
の
研
修
会
へ
参

加
し
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
講
師

の
方
や
仲
間
た
ち
が
、
そ
の
後

の
教
員
生
活
を
支
え
て
く
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
通
常
の
学
校
に
お
け
る
発

達
障
害
の
専
門
性
の
保
障
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
す
す
め
る
こ
と

で
、
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち

を
は
じ
め
特
別
な
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
よ
り

よ
い
支
援
が
行
え
る
教
員
が
増

え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
が
通
常
教
育
の
教

員
の
障
害
者
を
包
容
す
る
教
育

（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
）
に

関
す
る
技
術
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

（
Ｕ
＆
Ｕ
教
育
相
談
室
代
表
）

今
年
の
四
月
に
内
閣
府
の
外

局
と
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が

発
足
し
て
か
ら
五
か
月
が
経
過

し
た
。
政
府
が
六
月
に
公
表
し

た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
（
骨
太
の
方
針
）

2023

」
の
中
核
の
ひ
と
つ
、
子

育
て
関
連
予
算
の
二
〇
三
〇
年

ま
で
の
倍
増
等
、
こ
ど
も
家
庭

庁
が
中
心
的
役
割
を
担
う
政
策

は
、
そ
の
間
活
発
に
動
い
て
い

る
。「こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

を
掲
げ
、
子
育
て
施
策
の
司
令

塔
と
し
て
発
足
し
た
こ
ど
も
家

庭
庁
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
政
策
の
柱

は
以
下
の
四
つ
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。

一
．
こ
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た

司
令
塔
機
能
の
発
揮
、
こ
ど
も

基
本
法
の
着
実
な
施
行

こ
ど
も
基
本
法
は
、
こ
ど
も

家
庭
庁
発
足
と
同
時
に
今
年
の

四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
こ

ど
も
施
策
を
社
会
全
体
で
総
合

的
か
つ
強
力
に
推
進
し
て
い
く

た
め
の
包
括
的
な
基
本
法
で
あ

る
。
こ
ど
も
基
本
法
に
お
い

て
、
政
府
は
、
こ
ど
も
政
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
政

府
全
体
の
こ
ど
も
施
策
の
基
本

的
な
方
針
等
を
定
め
る
「
こ
ど

も
大
綱
」
を
策
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

二
．
こ
ど
も
が
健
や
か
で
安

全
・
安
心
に
成
長
で
き
る
環
境

の
提
供

こ
こ
に
は
、
子
育
て
支
援
の

各
制
度
の
整
備
が
含
ま
れ
る
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
」

は
、
従
来
厚
生
労
働
省
の
所
管

で
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
こ
ど
も

家
庭
庁
の
管
轄
に
移
行
し
た
。

な
お
、
同
様
に
従
来
厚
生
労
働

省
の
管
轄
で
あ
っ
た
保
育
所
は
、

こ
ど
も
家
庭
庁
の
管
轄
と
な
っ

た
。
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
も

同
様
に
こ
ど
も
家
庭
庁
の
所
管

に
移
行
し
た
。
た
だ
し
、
幼
稚

園
に
つ
い
て
は
「
学
校
」
の
枠

組
み
の
ま
ま
、
文
部
科
学
省
所

管
か
ら
変
更
し
て
い
な
い
。

三
．
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
に
夢
や
希
望
を
感
じ
ら
れ

る
社
会
の
実
現
、
少
子
化
の
克

服
こ
こ
で
は
少
子
化
対
策
を
中

心
と
し
た
政
策
が
練
ら
れ
る
。

母
子
保
健
対
策
も
こ
こ
に
含
ま

れ
る
。
こ
ど
も
家
庭
庁
発
足
後

の
六
月
、
令
和
四
年
の
出
生
数

が
八
十
万
人
を
割
り
込
む
結
果

が
公
表
さ
れ
た
。
政
策
の
柱
の

な
か
で
も
と
り
わ
け
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

四
．
成
育
環
境
に
か
か
わ
ら
ず

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
健

や
か
な
成
長
を
保
障

こ
の
政
策
の
柱
に
は
、
児
童

虐
待
防
止
、
社
会
的
養
護
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
、障
害
児
支
援
、

い
じ
め
の
防
止
、
こ
ど
も
の
貧

困
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
こ
ど

も
の
自
殺
な
ど
の
幅
広
い
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
社
会
」
を
め
ざ
す
子
育
て

支
援
の
司
令
塔
と
い
っ
て
も
、

そ
の
具
体
的
な
政
策
は
多
岐
に

わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
難
し
い

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
少
子

化
、
児
童
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
、

連
日
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
の
中
核

を
な
す
こ
と
が
ら
が
多
く
あ
り
、

こ
ど
も
家
庭
庁
の
こ
れ
か
ら
に

注
目
が
集
ま
る
。

特
別
支
援
教
育
免
許
シ
リ
ー
ズ
各
巻
B5
判
（
価
格
税
10
％
込
）

大
学
に
お
け
る
認
定
課
程
お
よ
び
免
許
法
認
定
講
習
（
特
別
支
援
教

育
）
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
必
要
な
知
識
を
系
統
的
に
学
習
で
き

る
。
特
別
支
援
教
諭
の
学
び
直
し
に
も
最
適
。

特
別
支
援
教
育
概
論
花
熊

曉

川
住
隆
一

編
著

苅
田
知
則

3190円

見
え
の
困
難
へ
の
対
応
氏
間
和
仁

永
井
伸
幸

編
著

苅
田
知
則

3520円

聞
こ
え
の
困
難
へ
の
対
応
宇
高
二
良

長
嶋
比
奈
美

編
著

加
藤
哲
則

2530円

認
知
機
能
・
知
的
機
能
の
困
難
へ
の
対
応
笠
井
新
一
郎

坂
井

聡

編
著

苅
田
知
則

2860円

運
動
機
能
の
困
難
へ
の
対
応
樫
木
暢
子

笠
井
新
一
郎

花
井
丈
夫

編
著

2860円

健
康
面
の
困
難
へ
の
対
応
中
野
広
輔

樫
木
暢
子

滝
川
国
芳

編
著

2750円

複
数
の
困
難
へ
の
対
応
樫
木
暢
子

金
森
克
浩

船
橋
篤
彦

編
著

2640円

支
援
機
器
を
用
い
た
合
理
的
配
慮
概
論
金
森
克
浩

大
杉
成
喜

編
著

苅
田
知
則

2860円

以
下
続
刊

「
気
に
な
る
子
」
を
み
る
・
か
か
わ
る
視
点

学
習
と
行
動
上
の
困
難
へ
の
対
応

生
涯
に
わ
た
る
配
慮
・
支
援

こ
と
ば
の
困
難
へ
の
対
応

新

刊

専

門

書

（
表
示
価
格
税
10
％
込
）

だ
れ
も
が
大
切
に
さ
れ
る

B5
104頁
2200円

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育小

山

望

編
著

・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
の
理
念
と
具
体
的
な
方
法
、
課
題
、
保
育
者

自
身
の
意
識
の
問
題
等
を
第
一
線
の
研
究
者
が
わ
か
り
や
す
く
解

説
。
先
進
的
に
実
践
す
る
4
つ
の
園
の
事
例
も
紹
介
。

食
品
物
性
と
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
A5
上製
240頁
3080円

小
林
三
智
子
・
神
山
か
お
る

編
著

・
食
品
物
性
の
特
に
力
学
的
性
質
の
視
点
を
お
さ
え
、
基
礎
的
概
念
、

各
食
品
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
と
広
義
に
わ
た
り
、
物
理
化
学
的
測
定

と
感
覚
的
性
質
か
ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

日
本
食
品
標
準
成
分
表
（
八
訂
）

B5
368頁
9680円

分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
解
説

安
井
明
美
・
渡
邊
智
子
・
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー

編
著

・
成
分
値
の
定
量
・
策
定
に
用
い
ら
れ
た
分
析
法
を
詳
説
。
実
際
に
分

析
に
か
か
わ
っ
た
研
究
者
に
よ
る
参
考
情
報
、
操
作
の
留
意
点
等
の

解
説
を
付
す
。

電
子
書
籍

「
日
本
食
品
標
準
成
分
表（
八
訂
）増
補
2
0
2
3
年
」準
拠

A4
フルカラー
184頁
3190円

100
kc
a
l

日
本
食
品
成
分
表
2
0
2
3

付
録
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
フ
ァ
イ
ル
Ｄ
Ｌ
可
能

渡
邊
智
子
・
山
下
光
雄

編
著

・
エ
ネ
ル
ギ
ー100

kcal

当
た
り
の
質
量
お
よ
び
成
分
値
を
収
載
し
た

食
品
成
分
表
。
栄
養
計
算
や
食
事
設
計
に
便
利
な
項
目
に
編
集
。

・
付
録
デ
ー
タ
と
し
て
、
栄
養
計
算
機
能
付
き
「
デ
ジ
タ
ル
版100

kcal

食
品
成
分
表
」、
全
食
品
・
全
成
分
項
目
を
収
載
し
た
「100

kcal/100
g

食
品
成
分
表
フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
が
利
用
可
能
。

◎
本
書
は
電
子
版
の
み
の
刊
行
で
す
。A

m
azon

K
indle

等
の
電
子
書
籍
ス

ト
ア
で
ご
購
入
下
さ
い
。
印
刷
版
（
紙
版
）
は
販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

100
kcal

食
品
成
分
表

で
検
索

残残
暑暑
おお
見見
舞舞

申申
しし
上上
げげ
まま
すす

京
都
府

四
条
大
橋
と
鴨
川
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とととととととととととととと
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イイイイイイイイイイイイイイ
クククククククククククククク
ルルルルルルルルルルルルルル

横横

山山

徹徹

爾爾
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◇◇
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出出出出出出出出出出出出出出
生生生生生生生生生生生生生生
前前前前前前前前前前前前前前
診診診診診診診診診診診診診診
断断断断断断断断断断断断断断

――――――――――
いいいいいいいいいい
のののののののののの
ちちちちちちちちちち
のののののののののの
選選選選選選選選選選
別別別別別別別別別別
かかかかかかかかかか
、、、、、、、、、、

共共共共共共共共共共
生生生生生生生生生生
社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会
のののののののののの
実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現
かかかかかかかかかか
――――――――――

細細

渕渕

富富

夫夫

我
が
国
で
は
国
民
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本
的

な
方
向
性
と
し
て
、
一
九
七
八

年
度
に
「
第
一
次
国
民
健
康
づ

く
り
対
策
」
が
示
さ
れ
て
以

来
、
ほ
ぼ
十
年
ご
と
に
そ
の
改

正
が
行
わ
れ
て
き
た
。

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
は
第
三

次
国
民
健
康
づ
く
り
対
策
に
相

当
す
る
「
二
十
一
世
紀
に
お
け

る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
（
健

康
日
本
21
）」
が
開
始
さ
れ
、

生
活
習
慣
病
お
よ
び
そ
の
背
景

と
し
て
の
生
活
習
慣
の
改
善
等

の
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
数

値
目
標
を
設
定
し
た
。
国
や
地

方
公
共
団
体
等
の
行
政
だ
け
で

な
く
、
広
く
関
係
団
体
等
の
積

極
的
な
参
加
と
協
力
を
得
な
が

ら
、
国
民
が
主
体
的
に
取
り
組

め
る
新
た
な
健
康
づ
く
り
運
動

を
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
一
三
年
度
か
ら
の
「
健

康
日
本
21
（
第
二
次
）」（
以
下
、

「
第
二
次
」）で
は
健
康
寿
命
の
延

伸
と
健
康
格
差
の
縮
小
を
上
位

目
標
と
し
、
そ
の
達
成
の
た
め

に
、生
活
習
慣
病
の
予
防
、社
会

生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
機

能
の
維
持
お
よ
び
向
上
、
社
会

環
境
の
整
備
、
生
活
習
慣
お
よ

び
社
会
環
境
の
改
善
を
柱
と
し

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、

現
在
は
そ
の
最
終
年
度
で
あ
る
。

そ
し
て
、二
〇
二
四
年
度
か
ら
は

「
健
康
日
本
21
（
第
三
次
）」（
以

下
、「
第
三
次
」）が
開
始
さ
れ
る
。

近
年
の
健
康
施
策
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
（Plan

―

計
画
、

D
o

―

実
行
、Check

―

評
価
、

A
ction

―

改
善
）
の
考
え
に

沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
健

康
日
本
21
」
以
降
は
、
健
康
指

標
等
に
関
す
る
数
値
目
標
の
達

成
度
や
、
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
質
的
情
報
を
勘
案

し
て
、
計
画
期
間
の
中
間
お
よ

び
最
終
時
点
に
お
い
て
評
価
・

見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
た
。

二
〇
二
二
年
度
に
公
表
さ
れ

た
「
第
二
次
」
の
最
終
評
価
は
、

㈠
目
標
に
対
す
る
実
績
値
の
評

価
（
数
値
評
価
）、
㈡
諸
活
動
の

成
果
の
評
価
（
主
に
質
的
評

価
）、
㈢
二
十
一
世
紀
の
健
康

づ
く
り
運
動
全
体
と
し
て
の
評

価
と
次
期
国
民
健
康
づ
く
り
運

動
プ
ラ
ン
に
向
け
て
の
課
題
の

整
理
、
の
三
点
に
つ
い
て
行
わ

れ
た
。
㈠
の
数
値
評
価
の
結
果

は
、「
Ａ
・
目
標
値
に
達
し
た
」

八
項
目
、「
Ｂ
・
現
時
点
で
目

標
値
に
達
し
て
い
な
い
が
、
改

善
傾
向
に
あ
る
」
二
十
項
目
、

「
Ｃ
・
変
わ
ら
な
い
」
十
四
項

目
、「
Ｄ
・
悪
化
し
て
い
る
」
四

項
目
、「
Ｅ
・
評
価
困
難
」
七
項

目
で
あ
っ
た
。
各
目
標
の
達
成

状
況
に
関
連
し
て
㈡
の
諸
活
動

の
成
果
に
つ
い
て
も
評
価
を
行

い
、㈢
の
課
題
と
し
て
整
理
し
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て「
第
三
次
」

は
策
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
第
三
次
」
で
は
、「
一
、
健

康
寿
命
の
延
伸
と
健
康
格
差
の

縮
小
」、「
二
、
個
人
の
行
動
と

健
康
状
態
の
改
善
」、「
三
、
社

会
環
境
の
質
の
向
上
」、「
四
、

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
を

踏
ま
え
た
健
康
づ
く
り
」
を
四

つ
の
基
本
的
な
方
向
性
と
す

る
。
そ
し
て
、「
全
て
の
国
民

が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で

き
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
」
を
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
、

そ
の
た
め
に
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
健
康
づ
く
り
の
展
開

（Inclusion

）」
と
「
実
効
性
を
も

つ
取
組
の
推
進
（Im

plem
en-

tation

）」
を
行
う
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。

さ
ら
に
今
後
、
地
方
公
共
団

体
の
取
り
組
み
に
資
す
る
よ

う
、
具
体
的
な
方
策
（
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
等
の
策
定
に

も
取
り
組
み
、
公
表
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

（
国
立
保
健
医
療
科
学
院
生
涯
健

康
研
究
部
長
）

我
が
国
の
二
〇
二
二
年
の
出

生
数
は
約
七
七
万
人
で
過
去
最

少
と
な
り
、
つ
い
に
八
〇
万
人

台
を
割
り
込
ん
だ
。
こ
れ
は
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
想
定
よ
り
十
一
年
も
早

か
っ
た
と
い
う
。
一
九
八
一
年

の
出
生
数
は
約
一
五
〇
万
人
な

の
で
、
こ
の
四
十
年
間
で
出
生

数
が
ほ
ぼ
半
減
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
婚
姻
数
の
減
少
が
少
子
化
の

ペ
ー
ス
を
さ
ら
に
速
め
た
と
さ

れ
て
い
る
。

少
子
化
は
、周
知
の
よ
う
に
、

将
来
の
労
働
力
の
減
少
を
も
た

ら
し
、
経
済
の
縮
小
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
年
金
、
医
療
、
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
維

持
も
困
難
に
な
る
。
結
婚
や
出

産
は
個
人
の
価
値
観
や
自
由
な

選
択
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
社

会
政
策
と
し
て
は
、「
異
次
元

の
少
子
化
対
策
」
で
「
望
む
人

が
結
婚
し
や
す
く
、
産
み
育
て

や
す
い
国
」
に
し
て
い
く
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
一
方
で
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
の
出
生
数
は
増
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
知
的
障
害
の

あ
る
子
ど
も
を
中
心
に
特
別
支

援
学
校
の
児
童
生
徒
数
も
増
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
病

気
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
出

生
前
診
断
が
急
速
に
拡
大
し
て

き
て
い
る
。
現
在
は
、
妊
婦
の

血
液
か
ら
胎
児
の
病
気
（
ダ
ウ

ン
症
な
ど
の
三
つ
の
病
気
）
を

調
べ
る
「
新
型
出
生
前
診
断

（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）」
が
主
流
で
あ
る

が
、
近
年
で
は
体
外
受
精
さ
せ

た
受
精
卵
に
異
常
が
な
い
か
を

調
べ
る
「
着
床
前
診
断
」
も
広

が
り
を
み
せ
て
い
る
。

当
初
、
こ
れ
ら
の
検
査
は
限

定
さ
れ
た
施
設
で
、
対
象
と
す

る
妊
婦
も
、
高
齢
妊
婦
や
染
色

体
の
病
気
の
あ
る
子
ど
も
を
妊

娠
し
た
こ
と
の
あ
る
妊
婦
に
行

わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
で

は
身
近
な
産
婦
人
科
医
院
で
も

検
査
が
可
能
に
な
り
、
実
施
施

設
数
が
増
え
、
事
実
上
希
望
す

る
す
べ
て
の
妊
婦
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
両
親

へ
の
十
分
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

体
制
が
な
い
た
め
、
あ
る
調
査

に
よ
れ
ば
、
検
査
を
受
け
て
胎

児
の
病
気
や
障
害
が
確
定
し
た

人
の
九
割
が
中
絶
を
選
ん
で
い

た
と
い
う
。

生
ま
れ
る
子
ど
も
に
病
気
や

障
害
が
な
い
こ
と
を
望
む
の
は

ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
検

査
数
の
増
加
傾
向
か
ら
す
る
と
、

そ
の
思
い
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
病
気

や
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
生
ま

れ
る
と
、
家
族
に
経
済
的
、
心

理
的
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る

の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
病
気
や
障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
い
の
ち
を
奪

い
、
排
除
し
て
し
ま
っ
て
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

病
気
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も

は
、
ど
こ
か
で
必
ず
生
ま
れ
て

く
る
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、

ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、

そ
う
し
た
子
ど
も
と
そ
の
家
族

を
支
え
る
社
会
的
シ
ス
テ
ム
を

構
築
・
整
備
し
て
き
た
の
で
は

な
い
の
か
。
近
年
で
は
、
医
療

的
ケ
ア
児
の
支
援
が
法
制
化
さ

れ
、
重
い
障
害
の
あ
る
子
ど
も

と
そ
の
家
族
の
生
活
を
支
え
て

い
る
。
病
気
や
障
害
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
と
家
族

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
こ

そ
豊
か
な
社
会
と
い
え
る
。

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
出
生

数
が
減
れ
ば
、
社
会
保
障
費
の

支
出
も
減
る
の
で
、
出
生
前
診

断
は
必
要
悪
だ
と
す
る
意
見
が

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
障
害

者
の
大
量
虐
殺
を
ま
ね
い
た
ナ

チ
ス
の
優
生
思
想
と
地
続
き
で

あ
る
。
私
た
ち
は
今
、
病
気
や

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
誕

生
を
「
予
防
」
す
る
社
会
を
つ

く
り
た
い
の
か
、
そ
れ
と
も
多

様
な
人
々
と
の
豊
か
な
「
共
生

社
会
」
を
め
ざ
す
の
か
、
歴
史

の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

（
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
）

ア
メ
リ
カ
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
に
参
加

し
、
先
日
帰
国
し
た
。
か
つ
て
一
年
間

滞
在
し
た
街
に
も
寄
り
、
あ
ち
こ
ち
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
を
し

て
調
理
も
堪
能
し
た
。
海
外
に
行
く

と
、
い
つ
も
は
あ
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
る
日
本
の
食
事
や
食
品
事
情
と
の
比

較
が
で
き
て
大
変
興
味
深
い
。

た
と
え
ば
、
牛
肉
は
比
較
的
脂
肪
が

少
な
く
、
日
本
で
は
み
た
こ
と
が
な
い

大
き
な
塊
が
安
価
で
売
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
、
ホ
ロ
ホ
ロ
に
な
る
ま
で
煮
込

ん
だ
り
、
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
た
り
す
る

と
と
て
も
お
い
し
い
の
だ
が
、
ス
テ
ー

キ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
だ
と
か
た
く
て
歯

ご
た
え
が
あ
る
。
ひ
き
肉
は
含
ま
れ
る

脂
肪
の
割
合
が
様
々
で
、
Ｌ
ｅ
ａ
ｎ

（
赤
身
）八
〇
％
と
九
〇
％
が
よ
く
み
ら

れ
、
九
五
％
と
い
う
も
の
ま
で
あ
る
。

牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
無
脂
肪
（
〇

％
）
か
ら
一
％
、
二
％
、
三
・
五
％
程

度
の
全
乳
ま
で
、
脂
肪
の
含
有
量
が
異

な
る
も
の
が
何
種
類
も
並
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
に
は
山
盛
り
の
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
が
つ
い
て
く
る
。
一
人
前
の
量
も
日

本
人
に
は
多
い
の
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
人

は
そ
れ
を
た
い
ら
げ
た
後
に
デ
ザ
ー
ト

を
注
文
す
る
。
小
さ
め
の
カ
ッ
プ
一
杯

の
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
し
た
ら
、
砂
糖
と

ミ
ル
ク
を
四
つ
ず
つ
渡
さ
れ
た
。
菓
子

や
ケ
ー
キ
類
は
吐
き
出
し
た
く
な
る
ほ

ど
甘
い
も
の
も
あ
る
。

日
本
の
ス
ー
パ
ー
で
一
般
的
に
売
ら

れ
て
い
る
砂
糖
の
量
は
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

だ
が
、
二
五
ポ
ン
ド
（
一
一
・
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
）
入
り
が
普
通
に
売
ら
れ
て
い

る
の
を
初
め
て
み
た
と
き
は
度
肝
を
抜

か
れ
た
。
砂
糖
以
外
に
も
、
料
理
や
菓

子
に
は
バ
タ
ー
や
生
ク
リ
ー
ム
な
ど
も

た
く
さ
ん
使
う
。
健
康
に
気
を
使
っ
て

い
る
よ
う
に
み
え
て
も
、
砂
糖
と
脂
肪

の
摂
取
過
多
か
ら
肥
満
者
が
多
い
こ
と

も
納
得
で
き
る
。

冷
凍
食
品
、
缶
詰
や
瓶
詰
食
品
が
充

実
し
て
い
る
の
は
生
活
に
は
便
利
で
あ

る
。
パ
ン
、
ピ
ザ
、
ス
ー
プ
、
パ
ス

タ
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
デ
ザ
ー
ト

な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
加
工

食
品
（processed

food

）
と
し
て
売

ら
れ
て
い
る
。
加
工
食
品
の
量
は
日
本

が
三
九
％
な
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ

で
は
五
九
％
と
多
い
そ
う
だ
。
な
か
で

も
、
添
加
物
を
加
え
て
工
業
的
な
過
程

を
経
て
つ
く
ら
れ
る
超
加
工
食
品

（ultra
processed

food：

Ｕ
Ｐ
Ｆ
）

の
ひ
と
つ
で
あ
る
ナ
ゲ
ッ
ト
類
や
清
涼

飲
料
水
は
と
て
も
安
い
。
し
か
し
、
最

近
の
研
究
で
動
物
性
食
品
を
含
む
Ｕ
Ｐ

Ｆ
を
食
べ
過
ぎ
る
と
腸
内
細
菌
叢
を
変

化
さ
せ
、
が
ん
の
発
症
リ
ス
ク
を
上
昇

さ
せ
る
一
因
と
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
（W

ang
etal.2022

）。
ス
ポ
ー

ツ
選
手
が
利
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ
フ
ー
ズ

（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
含
む
）
も
ま

た
、
九
五
％
は
Ｕ
Ｐ
Ｆ
で
あ
る
。
サ
プ

リ
メ
ン
ト
は
筋
肥
大
に
有
利
と
考
え
る

選
手
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ア
ミ

ノ
酸
と
魚
油
の
混
合
物
と
サ
ー
モ
ン
で

比
較
す
る
と
、
食
後
の
筋
た
ん
ぱ
く
合

成
率
に
差
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

（Paulussen
etal.2023

）。
運
動
後
の

骨
格
筋
た
ん
ぱ
く
合
成
は
、
卵
白
だ
け

よ
り
も
全
卵
の
方
が
高
く
、
非
た
ん
ぱ

く
質
の
食
事
因
子
が
ヒ
ト
の
骨
格
筋
に

お
け
る
運
動
後
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
翻
訳
調
節

に
影
響
を
与
え
る
た
め
と
考
察
さ
れ
て

い
る
（Saw

an
etal.2018

）。

こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
に
い

る
と
き
以
上
に
食
品
選
択
に
関
し
て
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
Ｕ
Ｐ
Ｆ
は
人
々

の
生
活
に
便
利
さ
を
提
供
す
る
が
、
便

利
さ
と
健
康
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と

り
な
が
ら
、
私
自
身
も
指
導
対
象
チ
ー

ム
・
選
手
の
食
事
も
、
健
康
リ
ス
ク
の

少
な
い
食
生
活
に
し
て
い
き
た
い
も
の

で
あ
る
。

（
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
教
授
）

新

刊

専

門

書

（
表
示
価
格
税
10
％
込
）

福
祉
施
設
・
病
院
等
に
お
け
る

B5
フルカラー
84頁

別冊16頁
4950円

給
食
Ｂ
Ｃ
Ｐ
導
入
の
手
引
き

訓
練
動
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き

須
藤
紀
子
・
新
藤
由
芽
・
水
野
怜
香
・
真
城
源
学

共
著

・
給
食
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
・
遂
行
に
何
が
必
要
か
を
、
豊
富
な
具

体
例
を
通
し
て
学
ぶ
。
給
食
設
備
を
有
す
る
施
設
で
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

に
向
け
必
携
の
手
引
書
。

基
礎
か
ら
学
ぶ

B5
192頁
3300円

栄

養

学

研

究村
上
健
太
郎

著

・
栄
養
学
研
究
に
お
け
る
倫
理
か
ら
、
論
文
の
探
し
方
と
読
み
解
き

方
、
研
究
の
実
践
、
学
会
発
表
・
論
文
執
筆
ま
で
、
事
例
を
交
え
解

説
。
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
栄
養
学
の
実
践
に
つ
い
て
も
言
及
。

ク
ッ
カ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
011

四六
144頁
カラー口絵
2頁

1760円

米
粉
調
理
で
広
が
る
世
界

日
本
調
理
科
学
会

監
修

市
川
朝
子
・
香
西
み
ど
り

共
著

・
い
ま
、
多
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
る
「
米
粉
」。
技
術
の
発
展
に
よ
り
、

細
か
い
粉
に
す
る
こ
と
で
米
の
調
理
の
活
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い

る
。
調
理
科
学
の
視
点
か
ら
米
粉
を
追
究
し
た
一
冊
。

新

刊

教

科

書

（
表
示
価
格
税
10
％
込
）

栄

養

疫

学
栗
木
清
典

編
著

9月刊
B5
176頁
予価
2970円

―
食
と
健
康
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
―

Ｎ
ブ
ッ
ク
ス

髙
田
和
子

編
著

10月刊
B5
184頁
予価
2750円

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

2
0
2
3
年
版
（
2
0
1
8
〜
2
0
2
2
年
度
実
施
分
）

栄
養
士
実
力
認
定
試
験
過
去
問
題
集

全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会

編

Ａ
4
判
／
96
頁
（
別
冊
解
答
・
解
説（
5
年
分
）付
）
定
価
1
3
2
0
円

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格
認
定
試
験
過
去
問
題
集

日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会

編

Ａ
4
判
／
100
頁
（
別
冊
解
答
・
解
説（
5
年
分
）付
）
定
価
1
4
3
0
円

教
職
ラ
イ
ブ
ラ
リ
シ
リ
ー
ズ

教

職

入

門
住
本
克
彦

編
著

B5
144頁
2420円

特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
理
解

細
渕
富
夫
・
伊
勢
正
明

大
江
啓
賢

編
著

A5
192頁
2200円

2
0
2
4
年
近
刊

教

育

原

理
佐
藤

環
・
菱
田
隆
昭

編
著

B5
160頁
予価
2530円

子
ど
も
中
心
の
実
践
に
学
ぶ

清
水
陽
子
・
新
井
美
保
子

吉
田
真
弓

編
著

B5
128頁
2090円

保
育
内
容
総
論

教
育
課
程
・
保
育
計
画
総
論
戸
田
雅
美
・
西
本

望

編
著

A5
192頁
2090円

シ
ー
ド
ブ
ッ
ク

飯
島
典
子
・
本
郷
一
夫

編
著

A5
144頁
1980円

子
ど
も
の
理
解
と
援
助

福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ

菅
原
好
秀

著

A5
336頁
3960円

司

法

と

福

祉

アアアアアアアアアアアアアア
メメメメメメメメメメメメメメ
リリリリリリリリリリリリリリ
カカカカカカカカカカカカカカ
でででででででででででででで
のののののののののののののの
食食食食食食食食食食食食食食
生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活
かかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららら
思思思思思思思思思思思思思思
うううううううううううううう
ここここここここここここここ
とととととととととととととと

田田

口口

素素

子子

教
科
書
採
用
特
典
と
し
て

図
表
デ
ー
タ
の
提
供
を
開
始
し
ま
し
た

対
象
書
籍
を
20
部
以
上
ご
採
用
の
先
生
方
に

向
け
、
特
典
と
し
て
教
科
書
中
の
図
表
デ
ー
タ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。当
社
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（２）第118号建 帛 社 だ よ り 「土 筆」2023年（令和5年）9月1日



2023年（令和5年）9月1日建 帛 社 だ よ り 「土 筆」第118号（３）
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目目目目目目目目目目目目目目
覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚
まままままままままままままま
しししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいい
発発発発発発発発発発発発発発
展展展展展展展展展展展展展展
をををををををををををををを
遂遂遂遂遂遂遂遂遂遂遂遂遂遂
げげげげげげげげげげげげげげ
るるるるるるるるるるるるるる

遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
学学学学学学学学学学学学学学
研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究

鶴鶴

﨑﨑

美美

徳徳

近
年
、
子
育
て
家
庭
が
増
加

し
て
い
る
福
岡
市
東
区
に
お
い

て
、
四
年
制
の
保
育
者
養
成
を

望
む
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
背
景
に
、

二
〇
一
八
年
に
九
州
産
業
大
学

の
子
ど
も
教
育
学
科
開
設
に
携

わ
っ
た
。
そ
の
当
時
と
比
較
し
、

こ
こ
数
年
保
育
者
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
め
ざ
ま
し
く
変
容
し

て
き
た
こ
と
を
感
じ
る
。

そ
れ
は
、
保
育
所
で
の
事
故

や
虐
待
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
増

え
た
こ
と
で
あ
る
。
記
憶
に
新

し
い
の
は
今
年
五
月
十
三
日
の

朝
日
新
聞
に
お
い
て
「
不
適
切

な
保
育
九
一
四
件
、
認
可
保
育

所
へ
国
が
初
調
査
」
と
い
う
第

一
面
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ

る
。
腑
に
落
ち
な
い
の
は
、

「
不
適
切
な
保
育
の
定
義
は
曖

昧
」
で
あ
り
、
実
態
把
握
が
難

し
い
た
め
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の

職
員
が「
調
査
の
設
計
の
限
界
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

日
を
同
じ
く
し
て
、
一
般
社

団
法
人
日
本
保
育
学
会
第
七
十

六
回
大
会
が
熊
本
学
園
大
学
に

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
日
本
保
育
学
会
は
、
約
六

千
人
の
会
員
か
ら
組
織
さ
れ
、

全
国
の
研
究
者
だ
け
で
な
く
保

育
・
幼
児
教
育
の
実
践
者
が
と

も
に
、
保
育
研
究
と
実
践
の
向

上
の
た
め
に
切
磋
琢
磨
し
て
い

る
学
会
で
あ
る
。

初
代
会
長
は
、「
日
本
の
フ

レ
ー
ベ
ル
」
と
い
わ
れ
た
倉
橋

惣
三
氏
で
あ
る
。
倉
橋
氏
は
、

子
ど
も
と
保
育
者
に
温
か
い
眼

差
し
を
注
い
だ
児
童
心
理
学
者

で
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校

附
属
幼
稚
園
の
園
長
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
体
験
を
基
に
綴
ら
れ

た
、著
書『
育
て
の
心
』（
フ
レ
ー

ベ
ル
館
発
行
）
に
あ
る
「
小
さ

き
太
陽
」
を
紹
介
し
た
い
。

「
小
さ
き
太
陽
」

「
よ
ろ
こ
び
の
人
は
、
子
ど
も

ら
の
た
め
の
小
さ
き
太
陽
で
あ

る
。
明
る
さ
を
わ
か
ち
、
温
か

み
を
伝
え
、生
命
を
力
づ
け
、生

長
を
育
て
る
。
見
よ
、
そ
の
傍

ら
に
立
つ
子
ど
も
ら
の
顔
の
、

き
き
と
し
て
輝
き
映
ゆ
る
を
。

な
ご
や
か
な
る
生
の
幸
福
感
を

受
け
充
ち
溢
れ
て
い
る
を
。」

倉
橋
氏
は
保
育
者
を
「
よ
ろ

こ
び
の
人
」
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る「
小
さ
き
太
陽
」

と
表
現
し
て
い
る
。
か
つ
て
、

保
育
所
や
幼
稚
園
の
先
生
は
、

将
来
な
り
た
い
職
業
の
ベ
ス
ト

3
に
入
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

現
在
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
社
会

一
般
の
人
は
保
育
者
を
「
子
ど

も
ら
の
た
め
の
小
さ
き
太
陽
」

と
し
て
み
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

二
〇
一
七
年
に
、「
幼
稚
園
教

育
要
領
」「
保
育
所
保
育
指
針
」

「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

教
育
・
保
育
要
領
」の
改
訂（
改

定
）
が
実
施
さ
れ
、
幼
保
共
通

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
教
育

の
質
の
向
上
が
企
図
さ
れ
た
。

と
な
り
の
韓
国
で
も
、
国
家

水
準
の
幼
保
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、日
本
と
の
相
違
点
は
、オ
リ

ニ
ジ
ッ
プ
（
日
本
の
保
育
所
に

相
当
）は
、第
三
者
評
価
が
義
務

づ
け
ら
れ
、
保
育
に
対
す
る
社

会
的
責
任
が
強
く
打
ち
出
さ

れ
、
評
価
費
用
は
全
額
国
庫
負

担
と
な
り
、
保
育
振
興
院
に
よ

る
指
導
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。結
果
と
し
て
、乳
幼
児
中

心
の
「
安
心
な
保
育
環
境
」「
乳

幼
児
権
利
尊
重
」
が
必
須
指
標

と
し
て
指
定
さ
れ
、
保
育
教
職

員
の
勤
務
条
件
改
善
、
職
務
力

量
向
上
の
た
め
の
評
価
項
目
も

強
化
し
た
と
い
わ
れ
る
。

日
本
で
も
、
保
育
の
質
の
明

確
な
評
価
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
、
保
育
者
の
さ
ら
な
る
研
鑚

と
、
処
遇
改
善
を
す
す
め
る
こ

と
が
、
保
育
者
が
や
り
が
い
を

感
じ
、
乳
幼
児
の
安
心
安
全
な

教
育
環
境
の
維
持
に
、
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
九
州
産
業
大
学
教
授
）

遺
伝
学
研
究
が
本
格
的
に
開

始
さ
れ
た
の
は
、
一
九
世
紀
で

あ
る
。
メ
ン
デ
ル
は
エ
ン
ド
ウ

マ
メ
を
用
い
た
実
験
を
行
い
遺

伝
の
法
則
に
関
す
る
論
文
を
発

表
、
初
め
て
遺
伝
子
と
い
う
存

在
を
世
に
示
し
た
。
そ
の
後
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
二
重
ら
せ
ん
構
造
の
発

見
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
転
写

さ
れ
、
最
終
的
に
た
ん
ぱ
く
質

に
一
方
向
に
遺
伝
情
報
が
伝
え

ら
れ
る
基
本
原
則
、
セ
ン
ト
ラ

ル
ド
グ
マ
の
提
唱
に
至
っ
た
。

現
代
で
は
、
体
質
、
性
格
、

顔
つ
き
な
ど
が
、
子
ど
も
に
受

け
継
が
れ
て
い
く
と
い
う
現
象

は
、
我
々
は
あ
た
り
前
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
。

親
か
ら
体
質
が
受
け
継
が
れ

る
一
例
と
し
て
、
お
酒
に
対
す

る
強
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
お
酒

を
飲
む
と
、
吐
き
気
や
頭
痛
を

引
き
起
こ
す
原
因
で
あ
る
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
体
内
に
あ

る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素

酵
素
（
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
）
の
は
た
ら

き
に
よ
り
酢
酸
へ
と
分
解
さ
れ

る
。
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
に
は
血
中
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃
度
が
高
く

な
っ
て
か
ら
作
用
す
る
Ａ
Ｌ
Ｄ

Ｈ
1
と
、
低
い
時
点
か
ら
作
用

す
る
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
2
の
二
種
類
あ

る
。
お
酒
が
強
い
人
と
弱
い
人

の
差
は
、
Ａ
Ｌ
Ｄ
Ｈ
2
の
酵
素

活
性
の
強
さ
が
異
な
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
酵
素
活
性

の
強
弱
は
、
遺
伝
子
情
報
（
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
）
の
ち
が
い

に
よ
り
決
め
ら
れ
る
。

子
ど
も
は
両
親
か
ら
受
け
継

ぐ
遺
伝
子
の
組
み
合
わ
せ（
遺
伝

子
型
）に
よ
り
お
酒
の
強
さ
が
決

定
さ
れ
る
。
両
親
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
酵
素
活
性
が
高
い
遺
伝
子
を

受
け
継
い
だ
場
合
に
は
、
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
速
や
か
に
分

解
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
酒
に

強
い
体
質
と
な
る
。
父
親
（
ま

た
は
母
親
）
か
ら
酵
素
活
性
が

高
い
遺
伝
子
、
母
親
（
ま
た
は

父
親
）
か
ら
酵
素
活
性
が
低
下

し
た
遺
伝
子
を
受
け
継
い
だ
場

合
に
は
、
あ
る
程
度
お
酒
を
飲

む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
両

親
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
酵
素
活
性
が

低
下
し
た
遺
伝
子
を
受
け
継
い

だ
場
合
に
は
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
を
速
や
か
に
分
解
で
き
ず
、

ど
ん
ど
ん
蓄
積
す
る
た
め
、
お

酒
に
弱
い
体
質
と
な
る
。

今
日
の
遺
伝
学
で
は
、
ヒ
ト

全
ゲ
ノ
ム
情
報
の
解
読
を
目
的

と
し
た「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
」が

一
九
九
〇
年
に
開
始
さ
れ
た
。

開
始
当
初
は
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー

（
ゲ
ノ
ム
を
構
成
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
塩
基
配
列
を
解
読
す
る
装

置
）
の
性
能
が
非
常
に
低
く
、

短
期
間
で
大
量
の
情
報
を
取
得

す
る
こ
と
は
困
難
で
、
さ
ら
に

全
ゲ
ノ
ム
を
解
読
す
る
た
め
に

は
多
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
っ
た
。

近
年
、
遺
伝
学
研
究
の
発
展
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ

の
ひ
と
つ
が
次
世
代
シ
ー
ク
エ

ン
サ
ー
の
開
発
で
あ
る
。
こ
の

装
置
の
登
場
に
よ
り
、
解
読
速

度
の
向
上
、
コ
ス
ト
の
低
下
に

つ
な
が
っ
た
。
先
に
述
べ
た
Ａ

Ｌ
Ｄ
Ｈ
2
遺
伝
子
も
、
こ
の
装

置
を
利
用
す
れ
ば
、
低
コ
ス
ト

か
つ
迅
速
に
配
列
を
解
読
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
」
が
遺

伝
情
報
の
解
読
が
完
了
し
た
と

宣
言
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
二

十
年
と
な
る
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
個
々
の
遺
伝
情
報
が
簡
単
に

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
体
質
以
外
に
も
多
く
の

疾
患
の
原
因
と
な
る
遺
伝
子
、

薬
剤
の
効
果
や
副
作
用
と
、
遺

伝
子
と
の
関
係
が
次
々
と
明
ら

か
と
な
っ
て
き
た
。
お
酒
の
強

さ
の
よ
う
な
体
質
の
ち
が
い
が

遺
伝
子
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

同
じ
よ
う
に
、
同
じ
薬
剤
で

も
、
効
果
や
副
作
用
が
そ
れ
ぞ

れ
の
遺
伝
子
情
報
に
よ
り
異
な

り
、
そ
の
把
握
が
可
能
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
今
後
は
個
々

に
あ
っ
た
治
療
、
副
作
用
の
な

い
薬
剤
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
医

療
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。

（
相
模
女
子
大
学
准
教
授
）

二
〇
二
二
年
二
月
二
十
四
日
、
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
攻
し
た
と
き
、

テ
レ
ビ
の
報
道
番
組
の
登
壇
者
の
な
か

に
、
世
界
史
は
「
福
祉
の
世
紀
」
か
ら

「
戦
争
の
世
紀
」
に
向
か
う
と
予
測
し

た
政
府
周
辺
の
有
識
者
が
い
た
。
確
か

に
時
代
は
、
国
連
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
よ
う

な
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
が
仕
切
り
直
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
北
欧
の
福
祉
大

国
も
地
政
学
的
に
「
軍
拡
」
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
現
状
に
あ
る
。

我
が
国
も
例
外
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
一
年
余
り
、

台
湾
有
事
へ
の
対
処
が
国
家
存
立
の

テ
ー
マ
と
な
り
、
防
衛
費
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一

％
か
ら
二
％
に
拡
大
す
る
こ
と
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
五
年
以
内
に

防
衛
費
を
倍
増
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
後
半
、
筆
者
が
厚
生

省
専
門
官
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
政

策
立
案
に
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
参
画

し
て
い
た
と
き
は
、
米
ソ
冷
戦
構
造
が

崩
壊
し
核
戦
争
は
遠
の
い
た
と
思
わ
れ

て
い
た
。
当
時
の
厚
生
省
は
社
会
保
障

構
造
改
革
・
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革

を
行
い
、
日
本
は
福
祉
国
家
へ
の
路
を

驀
進
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
ま
さ

に
「
福
祉
の
世
紀
」
を
実
感
し
て
い
た
。

話
を
現
在
に
戻
そ
う
。
内
閣
は
防
衛

費
拡
大
一
兆
円
の
財
源
は
明
ら
か
に
し

た
が
、
ほ
か
は
歳
出
改
革
で
賄
う
と
国

会
で
答
弁
を
行
っ
た
。
歳
出
改
革
の
対

象
は
、
社
会
保
障
費
と
地
方
交
付
税
が

対
象
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

医
療
保
険
や
介
護
保
険
の
保
険
料
率

や
患
者
（
利
用
者
）
負
担
割
合
の
増
加
、

年
金
保
険
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
一

層
の
強
化
、生
活
保
護
基
準
の
厳
格
化
、

等
々
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
財

務
省
か
ら
は
、
税
率
の
強
化
、
税
の
新

設
等
、
い
ろ
い
ろ
と
聞
こ
え
て
く
る
。

地
方
交
付
税
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ

と
に
よ
り
、
令
和
の
市
町
村
合
併
が
起

こ
り
う
る
。
近
年
聞
か
れ
な
く
な
っ
た

道
州
制
の
議
論
も
活
発
に
な
る
か
も
し

れ
い
な
い
。
地
方
自
治
体
が
そ
の
中
心

を
担
う
日
本
の
福
祉
の
後
退
が
懸
念
さ

れ
る
。
地
方
の
限
界
集
落
は
デ
ジ
タ
ル

で
結
べ
ば
よ
い
と
い
う
論
法
も
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
子
育
て
支

援
は
人
口
政
策
の
観
点
か
ら
強
化
さ
れ

る
だ
ろ
う
が
、
一
番
あ
お
り
を
受
け
る

の
は
、
中
間
所
得
層
の
高
齢
者
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
公
助

（
生
活
保
護
等
）
や
共
助
（
社
会
保
険
）

は
制
度
と
し
て
後
退
し
、
自
助
（
セ
ル

フ
ケ
ア
）
や
互
助
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
助
け
合

い
）
が
強
調
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
少
子
高

齢
社
会
の
な
か
労
働
力
不
足
が
続
き
、

年
金
支
給
だ
け
で
は
生
活
が
で
き
な
く

な
り
、
現
業
に
お
い
て
健
康
上
無
理
に

就
労
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
。
こ
の
こ

と
を
す
で
に
身
近
に
感
じ
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。ま
た
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
か
ら
の
生
活
支
援
が
あ
る「
互
助
」が

機
能
す
る
街
は
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
防
衛
力
増
強
は
日
米
安
保
の

枠
組
み
の
な
か
相
手
の
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
難
し
い
時
代
に
入
っ
た
。
中
国
の

世
論
は
七
割
が
武
力
で
台
湾
統
一
を
支

持
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、

二
一
世
紀
中
期
に
向
け
て
、「
戦
争
の

世
紀
」
に
入
る
こ
と
だ
け
は
避
け
て
ほ

し
い
。
日
本
は
戦
後
七
十
年
以
上
か
け

て
福
祉
国
家
を
形
成
し
て
き
た
が
、
国

民
世
論
が
防
衛
力
増
強
に
向
か
う
な

か
、
こ
の
社
会
的
な
財
産
を
未
来
に
継

承
し
て
い
く
重
要
性
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
桜
美
林
大
学
教
授
）

改

訂

教

科

書

（
表
示
価
格
税
10
％
込
）

Ｎ
ブ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ

各
巻
B5
判

疾
病
の
成
り
立
ち：

臨
床
医
学
〔
第
5
版
〕
田
中

明
・
加
藤
昌
彦

編
著

216頁
2860円

新
版
改
訂

食
品
学
Ⅰ
青
柳
康
夫
・
齋
藤
昌
義

編

248頁
3190円

新
版

臨
床
栄
養
学
〔
第
5
版
〕
田
中

明
・
加
藤
昌
彦

編
著

240頁
3190円

カ
レ
ン
ト

明
渡
陽
子
・
長
谷
川
輝
美

山
﨑
大
治

編
著

B5
360頁
4400円

臨
床
栄
養
学
〔
第
4
版
〕

三
訂

マ
ス
タ
ー
食
品
学
Ⅰ
〔
第
2
版
〕
小
関
正
道
・
鍋
谷
浩
志

編
著

Ｂ5
200頁
3080円

Ｎ
ブ
ッ
ク
ス
実
験
シ
リ
ー
ズ

後
藤
政
幸
・
熊
谷
優
子

編
著

B5
160頁
2420円

三
訂

食
品
衛
生
学
実
験
〔
第
2
版
〕

新
版
三
訂

食
品
学
実
験
書
青
柳
康
夫

編
著

A5
248頁
2860円

演
習
で
学
べ
る

寺
本
房
子
・
前
田
佳
予
子

井
上
啓
子
・
渡
邉
早
苗

編
著

B5
176頁
2860円

在
宅
栄
養
支
援
〔
第
2
版
〕

三
訂

臨
床
栄
養
学
実
習

中
村
富
予
・
植
田
福
裕

編
著

A4
128頁

別冊24頁
3080円

―
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
学
ぶ
臨
床
栄
養
管
理
―

事
例
動
画
付

三
訂

新
し
い
家
族
関
係
学
長
津
美
代
子
・
小
澤
千
穂
子

編
著

A5
224頁
2640円

子
ど
も
の
食
と
栄
養
〔
第
5
版
〕
小
川
雄
二

編
著

B5
192頁
2530円

改
訂

生
活
支
援
の
た
め
の
調
理
実
習
田
﨑
裕
美
・
百
田
裕
子

編
著

B5
144頁
2310円

新
医
療
秘
書
医
学
シ
リ
ー
ズ

医
療
秘
書
教
育
全
国
協
議
会

編

シ
リ
ー
ズ
刷
新
！！
各
巻
B5
判

①
改
訂

医
療
概
論
井
上

肇

責
任
編
集

佐
藤
麻
菜
・
西
方
元
邦

共
著

136頁
2420円

②
改
訂

基
礎
医
学
井
上

肇

責
任
編
集

小
泉
憲
司
・
矢
澤
華
子

共
著

152頁
2530円

③
改
訂

臨
床
医
学
Ⅰ
―
内
科
井
上

肇

著

128頁
2310円

④
改
訂

臨
床
医
学
Ⅱ
―
外
科
井
上

肇

著

136頁
2420円

⑤
改
訂

検
査
・
薬
理
学
井
上

肇

責
任
編
集

瀧
本
美
也
・
河
野
浩
行

共
著

176頁
2640円

医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
能
検
定
テ
キ
ス
ト

医
療
秘
書
教
育
全
国
協
議
会

編

菊
池
聖
一
・
野
口
孝
之
・
野
田
雅
司

共
著

B5
168頁
2750円

三
訂

医
事
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
知
識

保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育
者者者者者者者者者者者者者者
のののののののののののののの
やややややややややややややや
りりりりりりりりりりりりりり
がががががががががががががが
いいいいいいいいいいいいいい
にににににににににににににに

つつつつつつつつつつつつつつ
なななななななななななななな
がががががががががががががが
るるるるるるるるるるるるるる
保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育
評評評評評評評評評評評評評評
価価価価価価価価価価価価価価
をををををををををををををを

清清

水水

陽陽

子子

「「「「「「「「「「「「「「
福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
のののののののののののののの
世世世世世世世世世世世世世世
紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀紀
」」」」」」」」」」」」」」
をををををををををををををを
願願願願願願願願願願願願願願
っっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててて島島

津津

淳淳

エ
ク
セ
ル
栄
養
君
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ア
ド
イ
ン
栄
養
プ
ラ
ス
Ⓡ

Ver
1．5

税
込
定
価

2
8
6
0
0
円

髙
田
和
子
・
石
田
裕
美
・
石
原
淳
子

監
修

日
本
食
品
標
準
成
分
表
（
八
訂
）
増
補
2
0
2
3
年

対
応

日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
（
2
0
2
0
年
版
）

・
2
0
2
3
年
4
月
公
表
の
増
補
デ
ー
タ
対
応
の
最
新
版

・
エ
ク
セ
ル
上
で
直
感
的
に
操
作
で
き
る
高
機
能
栄
養
計
算
ソ
フ
ト

・
八
訂
成
分
表
に
お
け
る
推
奨
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
計
算
に
対
応

・
成
分
表
等
の
正
誤
表
に
も
す
ぐ
に
対
応
可
能
。

「
栄
養
プ
ラ
ス
Ⓡ

」
オ
プ
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

食
物
摂
取
頻
度
調
査
票
Ｆ
Ｆ
Ｑ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

税
込
定
価

6
6
0
0
円

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
著
作

石
原
淳
子
・
髙
地
リ
ベ
カ
監
修

・
栄
養
素
等
摂
取
量
の
多
少
に
よ
る
集
団
内
で
の
ラ
ン
ク
付
に
最
適
。

・
次
世
代
多
目
的
コ
ホ
ー
ト
研
究
（
Ｊ
Ｐ
Ｈ
Ｃ
―

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
）
に
て

開
発
さ
れ
た
調
査
票
を
ソ
フ
ト
化
。

・
紙
媒
体
、
Ｗ
ｅ
ｂ
回
答
フ
ォ
ー
ム
、
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
と
い
っ

た
、
多
様
な
方
法
で
回
答
収
集
が
可
能
。

・
本
ソ
フ
ト
用
に
調
整
さ
れ
た
専
用
の
結
果
票
出
力
が
可
能
。
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回回回回回回回回回回回回回回
復復復復復復復復復復復復復復
期期期期期期期期期期期期期期
リリリリリリリリリリリリリリ
ハハハハハハハハハハハハハハ
病病病病病病病病病病病病病病
棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟
のののののののののののののの
言言言言言言言言言言言言言言
語語語語語語語語語語語語語語
聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴

覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚
士士士士士士士士士士士士士士
にににににににににににににに
期期期期期期期期期期期期期期
待待待待待待待待待待待待待待
ささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるる
ここここここここここここここ
とととととととととととととと

髙髙

野野

麻麻

美美

ここここここここここここここ
どどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももも
たたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちち
にににににににににににににに
先先先先先先先先先先先先先先
人人人人人人人人人人人人人人
のののののののののののののの
遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺
産産産産産産産産産産産産産産
をををををををををををををを

どどどどどどどどどどどどどど
うううううううううううううう
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
ええええええええええええええ
るるるるるるるるるるるるるる
かかかかかかかかかかかかかか

西西

本本

望望

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
以
下
、
リ
ハ
）
病
棟
は
、

Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作
の
こ

と
。
食
事
、
入
浴
、
着
替
え
、

排
泄
、
移
動
な
ど
、
日
常
生
活

を
送
る
う
え
で
必
要
な
基
本
的

な
動
作
）
の
向
上
、
寝
た
き
り

防
止
、
在
宅
復
帰
を
目
的
と
し

て
二
〇
〇
〇
年
に
開
設
さ
れ
、

集
中
的
に
十
分
な
リ
ハ
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
Ａ
Ｄ

Ｌ
を
改
善
し
在
宅
復
帰
を
め
ざ

す
病
棟
で
あ
る
。

回
復
期
リ
ハ
病
棟
で
は
、
障

害
を
も
っ
た
ま
ま
で
も
住
み
慣

れ
た
場
所
で
そ
の
人
ら
し
く
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
手
段
的

日
常
生
活
動
作
の
こ
と
。
家
事

や
買
い
物
、
電
話
対
応
な
ど
応

用
的
な
動
作
）
の
向
上
を
め
ざ

し
て
、
多
職
種
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

そ
の
な
か
で
、
言
語
聴
覚
士
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

言
語
聴
覚
士
は
主
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。ま
ず
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

言
語
機
能
や
認
知
機
能
へ
の
機

能
訓
練
、
伝
達
手
段
の
検
討
、

周
囲
の
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
、
意
思
伝
達
や
自
己
表
現
の

支
援
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
食

事
に
つ
い
て
は
、
嚥
下
機
能
へ

の
直
接
訓
練
、
食
事
形
態
や
摂

取
方
法
の
検
討
な
ど
、
安
全
か

つ
実
用
的
な
食
事
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
認
知
機
能
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
か
か
わ
る
。
認

知
機
能
は
思
考
や
判
断
な
ど
、

人
が
行
動
す
る
た
め
に
基
盤
と

な
る
も
の
で
、
生
活
を
し
て
い

く
な
か
で
重
要
と
な
る
。
た
と

え
ば
、
認
知
機
能
が
保
た
れ
て

い
る
場
合
は
、
麻
痺
な
ど
身
体

機
能
に
問
題
が
あ
っ
て
も
代
償

手
段
を
学
習
し
て
動
作
を
獲
得

し
て
い
く
可
能
性
は
高
い
。
し

か
し
、
認
知
機
能
の
低
下
が
あ

る
場
合
は
、
危
険
リ
ス
ク
を
回

避
し
て
新
た
な
動
作
を
学
習
し

て
い
く
た
め
に
は
工
夫
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
用

性
を
検
討
す
る
う
え
で
は
認
知

機
能
の
問
題
は
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ

が
向
上
し
在
宅
復
帰
を
め
ざ
す

回
復
期
リ
ハ
病
棟
で
言
語
聴
覚

士
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
も
述
べ
た
通
り
、
身
近

な
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

や
、
安
全
に
食
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
は
不
可
欠
な
役

割
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
、

言
語
障
害
や
認
知
機
能
の
低
下

が
あ
る
患
者
さ
ん
と
の
か
か
わ

り
方
を
他
職
種
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
が
あ
る
患
者

さ
ん
は
、
リ
ハ
や
ケ
ア
の
場
面

で
他
者
か
ら
の
指
示
な
ど
が
理

解
で
き
ず
、
適
切
に
行
動
で
き

な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ

の
よ
う
な
状
況
で
は
、
効
果
的

な
リ
ハ
が
で
き
ず
機
能
改
善
に

つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
や
、
ケ

ア
の
場
面
で
う
ま
く
で
き
ず
拒

否
を
し
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
過

介
入
す
る
こ
と
で
実
践
で
の
練

習
が
積
み
重
ね
ら
れ
な
い
、
な

ど
悪
循
環
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
認
知
機
能
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
か
か
わ

る
う
え
で
の
工
夫
の
ポ
イ
ン
ト

を
み
つ
け
だ
し
、
そ
の
人
に

と
っ
て
理
解
し
や
す
い
声
掛
け

方
法
の
共
有
や
、
落
ち
着
い
て

取
り
組
め
る
環
境
を
提
案
す
る

こ
と
も
大
事
な
役
割
と
い
え

る
。回

復
期
リ
ハ
病
棟
で
は
、
多

職
種
が
情
報
を
共
有
し
て
、
一

緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
基
本
と

な
っ
て
い
る
。
言
語
聴
覚
士
も

そ
の
一
員
と
し
て
、
患
者
さ
ん

の
生
活
を
支
え
て
い
く
専
門
職

で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
る
。

（
医
療
法
人
社
団
輝
生
会
船
橋
市

立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
副

院
長
）

私
た
ち
は
人
生
の
な
か
で

種
々
の
ジ
レ
ン
マ
に
遭
遇
す
る
。

九
月
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

過
去
の
大
き
な
で
き
ご
と
を
通

し
て
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

九
月
に
は
防
災
の
日
が
制
定

さ
れ
て
お
り
、
自
然
災
害
が
頻

発
す
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
、

対
応
策
を
確
認
す
る
こ
と
と
な

る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
迅
速

に
被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
被
災

者
を
救
助
し
た
近
隣
自
治
体
か

ら
の
救
急
隊
員
は
命
令
違
反
で

始
末
書
。
い
ち
早
く
駆
け
つ
け

て
倒
壊
し
た
ア
パ
ー
ト
前
の
道

路
上
で
シ
ャ
ベ
ル
を
持
っ
て
整

列
し
た
自
衛
官
た
ち
は
自
治
体

か
ら
の
出
動
要
請
ま
で
命
令
待

機
、
天
を
仰
ぎ
忍
び
泣
き
。

九
月
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
た
月

で
も
あ
る
。
世
界
の
人
々
は
平

和
を
希
求
し
て
は
い
る
が
、
中

東
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
東
欧
、

ア
ジ
ア
の
国
境
地
帯
で
の
武
力

衝
突
は
、
皆
の
知
る
こ
と
で
あ

る
。
現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は

百
年
以
上
前
の
防
空
壕
が
使
用

さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
日
本

に
は
使
用
可
能
な
状
態
に
あ
る

公
的
な
防
空
壕
は
身
の
回
り
に

は
存
在
し
な
い
。

過
去
の
大
戦
で
は
次
の
よ
う

な
証
言
が
あ
る
。
学
徒
勤
労
動

員
の
女
学
生
は
、
東
京
空
襲
で

工
場
か
ら
帰
宅
命
令
、
爆
風
で

し
な
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
横

を
走
り
ぬ
け
て
き
た
が
、
自
宅

は
全
焼
。
ま
た
、
学
徒
出
陣
で

徴
兵
さ
れ
た
大
学
生
は
、
幹
部

候
補
試
験
を
白
紙
で
提
出
し
て

耳
の
鼓
膜
が
破
け
る
ま
で
ビ
ン

タ
さ
れ
、
宮
崎
の
砂
浜
で
塹
壕

掘
の
さ
な
か
に
直
属
の
上
官
か

ら
「
敵
が
上
陸
し
て
き
た
ら
、

貴
様
を
真
っ
先
に
後
ろ
か
ら

撃
っ
て
や
る
」
と
い
わ
れ
た
。

ど
の
立
場
で
ど
の
考
え
が
ふ

さ
わ
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

ら
を
こ
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
と

し
た
ら
、
自
ら
考
え
て
判
断
す

る
よ
う
に
、
と
丸
投
げ
し
て
い

い
の
だ
ろ
う
か
。

日
本
人
は
諸
外
国
と
比
較
し

て
自
己
肯
定
感
や
自
己
評
価
が

低
い
と
さ
れ
て
い
る
。一
方
で
、

「
楽
天
主
義
」を
青
年
期
に
な
っ

て
も
有
し
て
い
る
。
こ
の
楽
天

主
義
と
は「
ど
う
に
か
な
る
さ
」

「
ど
う
に
で
も
な
れ
」
と
い
う

よ
う
な
厭
世
的
な
も
の
で
は
な

い
。
志
を
あ
き
ら
め
な
い
意
思

と
い
え
る
も
の
だ
。
自
己
の
将

来
、
目
的
に
向
か
い
努
力
す
れ

ば
達
成
で
き
る
と
信
じ
て
い
る

「
楽
天
主
義
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
、
防
衛
機
制
が
遠

因
に
あ
る
。
で
き
な
い
こ
と
が

多
い
幼
児
期
に
お
い
て
、
失
敗

に
よ
る
無
力
感
や
あ
き
ら
め
を

防
御
す
る
た
め
の
役
割
を
果
た

す
も
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
が
日

本
人
で
は
、
持
続
す
る
傾
向
に

あ
る
と
い
う
。
そ
の
要
因
は
定

か
で
は
な
い
が
、
一
生
涯
の
な

か
で
必
ず
天
変
地
異
を
体
験
す

る
状
況
の
下
で
は
、
他
者
か
ら

の
救
助
や
援
助
を
得
て
、
さ
ら

に
復
興
し
て
い
く
こ
と
も
必
ず

目
に
す
る
。
つ
ま
り
現
状
が
、

思
わ
し
く
な
い
状
況
で
も
、
物

事
に
励
め
ば
、
将
来
に
は
明
る

い
未
来
が
控
え
て
い
て
、
真
っ

暗
闇
の
現
状
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
必
ず
光
が
さ
し
て
く
る
、

と
み
な
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
日
本
人
の
性
格

の
特
徴
も
ふ
ま
え
て
、
冒
頭
に

あ
げ
た
過
去
の
で
き
ご
と
を
ど

の
よ
う
に
こ
ど
も
た
ち
に
伝
え

れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
あ
げ
た
の
は
い
わ
ば

「
負
の
遺
産
」
で
あ
る
が
、
目
前

の
結
果
論
で
は
な
く
、
プ
ロ
セ

ス
を
大
切
に
し
た
先
人
た
ち
に

よ
る
教
育
や
業
務
の
考
え
方
の

「
正
の
遺
産
」
を
、
同
時
に
振
り

返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

（
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
）

食
べ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
日

常
的
に
繰
り
返
し
て
い
る
。
嗅
覚
、
視

覚
、
聴
覚
、
触
覚
、
味
覚
と
い
う
五
感

の
す
べ
て
を
使
っ
て
、
対
象
と
な
る
食

品
を
認
知
、
つ
ま
り
味
わ
っ
て
い
る
。

人
間
は
、
生
ま
れ
た
と
き
に
は
ミ
ル

ク
し
か
摂
取
で
き
な
い
が
、
離
乳
期
か

ら
幼
児
期
に
か
け
食
べ
ら
れ
る
食
品
の

範
囲
が
広
く
な
り
、
食
べ
る
経
験
を
重

ね
て
学
習
し
、
各
食
品
に
適
し
た
食
べ

方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
も
と
も
と

唇
や
舌
先
は
、
き
わ
め
て
触
覚
の
感
度

が
高
い
部
位
で
、
高
齢
に
な
っ
て
も
低

下
し
に
く
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

む
し
ろ
運
動
機
能
の
低
下
に
よ
る
、
歯

の
喪
失
や
筋
力
の
低
下
な
ど
と
要
因
は

様
々
だ
ろ
う
が
、
習
得
し
て
い
た
食
習

慣
が
行
え
な
く
な
る
と
、
生
活
の
質

（
Ｑ
Ｏ
Ｌ：

Q
uality

ofLife

）が
下
が
っ

て
し
ま
う
。

五
感
の
ひ
と
つ
で
あ
る
視
覚
情
報

は
、
食
品
を
み
つ
け
、
そ
の
特
性
を
判

断
す
る
た
め
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

ひ
と
た
び
口
の
中
に
入
っ
た
食
物
は
、

自
分
だ
け
で
な
く
他
人
か
ら
も
み
え
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
食
べ
方
を
決
め
て

い
る
の
は
口
の
中
で
生
じ
る
食
感
テ
ク

ス
チ
ャ
ー
と
、
食
べ
て
い
る
う
ち
に
変

化
す
る
フ
レ
ー
バ
ー
で
あ
ろ
う
。

何
年
か
前
か
ら
個
人
的
に
興
味
を
も

ち
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
の
咀
嚼
セ
ン
サ
ー

を
試
し
て
い
る
。
日
常
食
で
は
咀
嚼
回

数
が
だ
い
た
い
安
定
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
り
、
想
像
よ
り
咀
嚼
し
な
い

食
品
が
偶
然
に
み
つ
か
っ
た
り
し
て
楽

し
い
。
ま
た
、
同
じ
食
品
で
も
体
調
が

悪
い
と
咀
嚼
回
数
が
増
え
て
お
り
、
忙

し
い
と
咀
嚼
時
間
が
短
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
発
見
で
き
た
。
筆
者
は
、
も
っ

と
本
格
的
な
装
置
を
用
い
た
咀
嚼
研
究

を
三
十
歳
前
後
か
ら
行
っ
て
い
る
。
還

暦
の
現
在
で
は
、
若
い
こ
ろ
よ
り
咀
嚼

力
が
落
ち
て
、
食
べ
方
が
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
を
と
き
ど
き
実
感
し
て
い
る
。

こ
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
の
咀
嚼
セ
ン
サ
ー

で
、
も
っ
と
長
期
に
測
定
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
高
齢
期
に
お
け
る
咀
嚼
の

変
化
を
自
身
で
み
ら
れ
る
世
代
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
セ
ン
サ
ー
を
使
う
際
に
、
一
日

三
食
で
二
千
五
百
回
の
咀
嚼
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
一
か
月
で
七
万
五
千
回
、

一
年
で
約
九
十
万
回
、
十
年
で
九
百
万

回
、
も
し
百
年
噛
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
九
千
万
回
と
な
る
。
で
も
、
よ

く
噛
め
る
人
は
一
噛
み
で
食
物
を
噛
み

砕
く
能
力
が
高
い
た
め
、
同
じ
食
品
を

効
率
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
能

力
の
高
い
人
し
か
で
き
な
い
早
食
い

（
な
ぜ
速
食
い
と
い
わ
な
い
の
か
、
不

思
議
な
気
も
す
る
）
が
、
必
ず
し
も
悪

い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

味
わ
う
と
い
う
観
点
も
含
め
、
多
く
の

刺
激
を
楽
し
め
る
時
間
が
短
く
な
っ
て

し
ま
う
の
は
残
念
な
気
が
す
る
。

近
年
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
ブ
ー

ム
で
あ
る
。
メ
ニ
ュ
ー
を
前
に
な
か
な

か
決
め
ら
れ
な
い
人
間
の
代
わ
り
に
、

個
人
ご
と
に
適
し
た
食
品
を
す
す
め
る

Ａ
Ｉ
も
研
究
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
が
学
習
す
る
の
は
、
視
覚
と
聴

覚
で
再
現
で
き
る
デ
ー
タ
が
得
意
分
野

の
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
人
間
の
日
常

行
動
の
う
ち
、
五
感
を
全
部
使
い
、
ま

た
視
覚
で
観
察
さ
れ
て
い
な
い
�
み
え

な
い
�
食
感
デ
ー
タ
は
、
Ａ
Ｉ
で
解
析

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
一
人
あ
た
り
一
年

分
の
咀
嚼
回
数
九
十
万
回
は
、
Ａ
Ｉ
学

習
に
十
分
そ
う
な
数
で
は
あ
る
。
で

も
、
最
適
食
は
Ａ
Ｉ
で
予
測
で
き
な
い

最
後
に
残
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
は
な
い

か
と
筆
者
は
予
想
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
み
え
な
い
こ
と
に
加
え
、
個
人
差

が
大
き
く
、
一
噛
み
ご
と
に
変
化
す
る

複
合
的
な
性
質
で
、
繰
り
返
し
が
難
し

い
か
ら
で
あ
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業

技
術
総
合
研
究
機
構
食
品
研
究
部
門
）

近近

刊刊

案案

内内
（
令
和
5
年
9
月
〜
令
和
6
年
3
月
刊
行
予
定
。

価
格
10
％
税
込
価
格
。
予
価
、
頁
数
等
は
変

更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

）

健
康
管
理
概
論
（
仮
）
香
川
靖
雄

監
修

松
本
泉
美
・
吉
澤
剛
士

編
著

Ｂ5
208頁
予価
3080円

分
子
栄
養
学
（
仮
）
叶
内
宏
明
・
竹
中
重
雄

山
内

明

編
著

Ｂ5
200頁
予価
3190円

統
計
情
報
処
理
入
門
緒
方
裕
光

編
著

Ｂ5
160頁
予価
2750円

公
衆
栄
養
学
・
栄
養
疫
学
実
習
石
原
淳
子
・
髙
地
リ
ベ
カ

編
著

Ｂ5
176頁
予価
2860円

現
代
食
文
化
論
小
川
聖
子
・
野
林
厚
志

編
著

B5
160頁
予価
2420円

四
訂

食
品
の
官
能
評
価
・
鑑
別
演
習
日
本
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会

編

Ａ5
272頁
予価
2640円

持
続
可
能
な
社
会
と
人
間
生
活（
仮
）
持
続
可
能
な
生
活
研
究
会（
仮
）
編

Ａ5
192頁
予価
2310円

福
祉
の
た
め
の
家
政
学
（
仮
）
奥
田
都
子

編
著

Ｂ5
192頁
予価
2750円

毎
日
の
授
業
研
究
・
保
育
研
究
大
泉
義
一

編
著

Ｂ5
128頁
予価
1980円

―
造
形
・
図
工
・
美
術
編
―

美
術
科
教
育
の
基
礎
福
田
隆
眞
・
福
本
謹
一

監
修

Ｂ5
200頁
予価
2860円

保
育
内
容
総
論
島
田
由
紀
子
・
駒
久
美
子

香
曽
我
部
琢

編
著

Ｂ5
144頁
予価
2090円

―
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
計
画
と
教
材
研
究
―

な
ぜ
か
ら
は
じ
め
る

中
原
朋
生
・
池
田
隆
英

楠
本
恭
之

編
著

B5
176頁
予価
2310円

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論

コ
ン
パ
ス

寺
見
陽
子

編
著

Ｂ5
176頁
予価
2310円

保
育
の
心
理
学

三
訂

は
じ
め
て
学
ぶ
社
会
福
祉
小
野
澤
昇
・
島
田

肇

編
著

Ａ5
200頁
予価
2200円

は
じ
め
て
学
ぶ
子
ど
も
の
福
祉
和
田
上
貴
昭
・
野
島
正
剛

編
著

Ａ5
192頁
予価
2310円

は
じ
め
て
学
ぶ
子
ど
も
の
養
護
和
田
上
貴
昭
・
坪
井

真

編
著

Ａ5
208頁
予価
2200円

新
言
語
聴
覚
療
法
シ
リ
ー
ズ
各
巻
B5
判

シ
リ
ー
ズ
監
修

内
山
量
史
・
内
山
千
鶴
子
・
池
田
泰
子
・
髙
野
麻
美

「
言
語
聴
覚
療
法
シ
リ
ー
ズ
」
を
全
11
巻
に
再
編
し
全
面
刷
新
！

初
学
者
・
学
生
に
も
読
み
や
す
い
入
門
テ
キ
ス
ト
の
決
定
版
！

①
言
語
聴
覚
障
害
総
論
内
山
量
史
・
鈴
木
真
生

編
著

予価
4400円

②
失

語

症
大
塚
裕
一
・
宮
本
恵
美

編
著

予価
3850円

③
高
次
脳
機
能
障
害
浦
野
雅
世
・
外
山

稔

編
著

予価
4180円

④
言
語
発
達
障
害
内
山
千
鶴
子
・
後
藤
多
可
志

編
著

予価
3520円

⑤
小
児
構
音
障
害
佐
藤
亜
紀
子
・
緒
方
祐
子

編
著

予価
3520円

⑥
成
人
構
音
障
害
椎
名
英
貴
・
中
山
剛
志

編
著

予価
3520円

⑦
吃
音
・
流
暢
性
障
害
池
田
泰
子
・
坂
田
善
政

編
著

予価
4070円

⑧
音

声

障

害
石
毛
美
代
子

編
著

予価
3520円

⑨
摂
食
嚥
下
障
害
稲
本
陽
子
・
髙
野
麻
美

編
著

予価
3850円

⑩
聴

覚

障

害
佐
藤
紀
代
子
・
長
谷
川
純

編
著

予価
4620円

⑪
地
域
言
語
聴
覚
療
法
内
山
千
鶴
子
・
黒
川
容
輔

黒
羽
真
美

編
著

予価
3300円

2
0
2
3
年
10
月
よ
り
順
次
刊
行

何何何何何何何何何何何何何何
回回回回回回回回回回回回回回
咀咀咀咀咀咀咀咀咀咀咀咀咀咀
嚼嚼嚼嚼嚼嚼嚼嚼嚼嚼嚼嚼嚼嚼
すすすすすすすすすすすすすす
れれれれれれれれれれれれれれ
ばばばばばばばばばばばばばば

神神

山山

かか
おお
るる

ご
勤
務
先
・
ご
所
属
等
が
変
わ
ら
れ
ま
し
た
ら
、
当
社
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。な
お
、ご
自
宅
の
住
所
を
ご
教
示
頂
け
ま

し
た
ら
、本
紙
「
土
筆
」
を
ご
自
宅
宛
に
お
送
り
致
し
ま
す
。

tukusi@kenpakusha.co.jp

（
個
人
情
報
は
厳
密
に
管
理
致
し
ま
す
）

芳
名
・
ご
住
所
・
学
校
名
・
科
目
名
を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ

で
お
申
込
み
下
さ
い
。（
ご
採
用
見
本
は
教
科
書
の
み
で
す
）

当
社
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
見
本
請
求
い
た
だ
け
ま
す
。

教
科
書
ご
採
用
検
討
の
た
め
の

見
本
が
入
用
で
し
た
ら
ご
請
求
下
さ
い
。

（４）第118号建 帛 社 だ よ り 「土 筆」2023年（令和5年）9月1日


